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駐車中の車両由来 VOC の発生状況に関する基礎的調査 
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************************************************************************************************** 

【要 約】 

 国内使用過程車 2 台について、走行直後 1 時間（HSL）及び停車後約 7 日間（DBL）の蒸発ガス発生量（THC）

の計測とその組成分析、蒸発ガス発生量の実験値と既存の発生量推計モデルとの比較を行った。組成分析ではキ

ャニスター破過以前は芳香族類が優先的に排出される一方で、破過後はアルカン類が支配的であった。推計モデ

ルは夏用ガソリンに対しては良い一致が見られたが、冬用ガソリンに対しては過小評価することがわかった。 

************************************************************************************************** 
【目 的】 

 都市部における高濃度の光化学オキシダント（以下 Ox）の発生は世界的な問題とされており、日本国内にお

いても Ox 濃度の環境基準値達成率は極めて低い。大気中の Ox の生成には揮発性有機化合物（以下 VOC）が関与

しており、VOC の人為発生源として自動車由来ガソリン蒸発ガスの寄与率が高いことが報告されている 1)。ガソ

リン蒸発ガスの排出抑制対策として、車両へのチャコールキャニスターの搭載が行われているが、駐車時間の増

加により破過が生じ、多量の蒸発ガスが大気に放出されることが知られている 1)。本調査では表 1 に示した使用

過程車 2 台について、表 2 の試験条件でキャニスター破過前後の VOC の排出特性の評価、及び排出インベント

リ推計時に必要とされるキャニスター破過後の蒸発ガス発生量の推計モデルの検証を行った。 

【方 法】 

 （独）交通安全環境研究所所管の Sealed housing for evaporative determination（以下 SHED、駐車中の車

両由来 VOC 計測用の施設）を用いて、THC の経時変化をモニタリングした。SHED 内ガスを内部を真空にした 1L

ステンレス容器でサンプリングした後、GC-MS/FID で VOC76 成分の組成分析を行った。キャニスター破過後の蒸

発ガス発生量推計モデルは、Reddy 式 2)、Yamada 式 3)を用い、測定結果と比較した。 

【結果の概要】 

・図 1、図 2より蒸発ガス発生量は、気温の日較差、燃料タンク空隙容量、燃料蒸気圧が大きくなることで増加

する。車両 E はキャニスター容量が大きいことから車両 W と比較し破過の発生が遅いが、破過後は燃料タンク

容量の大きい車両 Eからより多くの蒸発ガスが排出される。 

・図 3 は車両 W の試験条件 WR（夏用ガソリン使用）、WP1（冬用ガソリン使用）時の蒸発ガスの VOC 成分構成を

示す。両試験共にキャニスター破過発生以前は芳香族類が優先的に排出されるが、破過後はアルカン類が支配的

である。他試験条件や車両 E についても同様の傾向が見られた。なお、図 3において冬用ガソリンの試験 WP1 は

96h で実験を終了しているが、夏用ガソリンの実験 WR の 168h における結果と並列列挙している。 

・図 4は車両 Wの蒸発ガス発生量の実測値と、Reddy 式、Yamada 式による推計値を比較した結果である。Reddy

式は全ての試験において蒸発量を過大評価する傾向が見られた。Yamada式は夏用ガソリンを使用した実験WT1、

WT2、WR、WV を精度良く推定できる一方で、冬用ガソリンを用いた実験 WP1、WP2 の結果を過小評価している。

Yamada 式では燃料の Reid 蒸気圧を考慮しておらず、夏用ガソリンの結果のみ再現する式であることから、今後

は燃料の Reid 蒸気圧を考慮した推定モデルへと修正していく必要がある。 
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表 1  調査車両の緒元 

 
表 2  試験条件 

 

図 1  車両 Wの駐車時における THC 排出重量経時変化 

全ての条件でキャニスターの破過が観測された。WT1、

WT2、WR は DBL 開始後 2 日目、WV、WP1、WP2 は初日から

キャニスターの破過が生じた。 

図 2  車両 Eの駐車時における THC 排出重量経時変化 

気温日較差の低い ET1 と ET2 ではキャニスターの破過

が生じず、ER と EV は DBL 開始後 5 日目、EP1 と EP2 は

3 日目から破過が生じた。 

図 3  車両 Wの組成別排出割合の経時変化（■：アルカン、

■：芳香族、■：アルケン、■：その他） 

駐車開始初期は芳香族が、数日経過後はアルカンが優先的

に排出された。冬用ガソリンはアルカンの比率がやや高い。

図 4  車両 Wの破過後排出量の実験値と計算値の比較 

Reddy式は全ての実験結果に対して過大評価する傾向に

ある。Yamada 式は夏用ガソリン使用時の結果は精度良

く再現できる。 


